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経 常 利 益

4,939百万円
親会社株主に帰属する当期純利益
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2025/3
（第50期）

2023/3
（第48期）

2024/3
（第49期）

2025/3
（第50期）

2023/3
（第48期）

2024/3
（第49期）

2025/3
（第50期）

2023/3
（第48期）

2024/3
（第49期）

2025/3
（第50期）

214,129
192,992

176,922 7,1226,9206,504
7,4667,318

6,813

4,9395,175

3,824

214,129百万円
11.0%増前期比 4.6%減前期比2.0%増前期比

7,122百万円
2.9%増前期比

トップメッセージ

財務ハイライト

　G-7グループは、人間尊重を経営基盤とし、顧客第一
主義、現地現場主義によって顧客・株主・従業員・地域
社会等のステークホルダーの満足度向上に向けた経営
を実践してまいりました。また、新たな経営テーマとして

「業務フローの革新」と「DX推進による生産性向上」を
掲げ、働きたい会社・選ばれる会社を目指し、収益力の
拡大に取り組みました。
　売上高につきましては、新規出店や店舗改装による増

A 　第50期（2024年4月1日～2025年3月31日）
の連結業績は、売上高214,129百万円（前期比

11.0％増）、営業利益7,122百万円（同2.9％増）、経常
利益7,466百万円（同2.0％増）、親会社株主に帰属する
当期純利益4,939百万円（同4.6％減）と増収減益とな
りました。

当期の業績とその主な要因を
お聞かせください。Q

代表取締役社長

岸本 安正
代表取締役会長 兼 CEO

金田 達三

業務フローの革新と
DX推進による生産性向上を
経営の中核に据え、
人や社会から愛される
企業を目指します。

今後もG-7グループの成長を
持続させるべく、収益力の向
上や人材育成、市場開拓など
への取り組みを継続し、増収
増益に向けた事業基盤の強
化を通じて、より良い社会の
実現へ貢献してまいります。



収効果に加えて、株式会社ボン・サンテを連結子会社化
したことにより、堅調に推移しました。利益面につきまし
ては、前期からの原材料価格の上昇に加えて、長引く円
安による輸入原材料の高騰の影響などにより、減益とな
りました。

A 　雇用・所得環境の改善やインバウンド需要の
増加等を背景に景気に緩やかな回復がみられ

たものの、グローバルな地政学リスクや米国の政策動
向等により、依然として先行き不透明な状況が続いて
おります。G-7グループでは引き続き、「業務フローの
革新」と「DX推進による生産性向上」を経営テーマに
掲げ、働きたい会社・選ばれる会社を目指し、増収増
益に向けた基盤づくりを強化してまいります。
　第51期（2025年4月1日〜2026年3月31日）の連
結業績予想につきましては、売上高230,000百万円

（前期比7.4％増）、営業利益8,500百万円（同19.3％

増）、経常利益8,600百万円（同15.2％増）、親会社株
主に帰属する当期純利益5,700百万円（同15.4％増）
を見込んでおります。

A 　G-7グループでは、各事業の強みを活かし、
持続可能な社会へ貢献するために、サステナビ

リティへの取り組みを強化しております（詳細については
本紙「連載企画 Vol.8」および当社ホームページをご覧
ください）。引き続き、各事業の強みを活かした持続可
能な社会への貢献を通じて、株主の皆様をはじめとする
ステークホルダーの方々の期待にお応えしてまいります。
なお、当期の配当につきましては、中間配当金を1株当
たり20円、期末配当金は1株につき20円といたしました。
　株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご指
導、ご鞭撻を頂戴いたしますよう、心よりお願い申し上
げます。NEEL横浜ランドマークプラザ店

ガイア近江八幡店

来期以降の目標と取り組みについて
お聞かせください。

株主の皆様へのメッセージを
お願いします。

Q

Q

　G-7グループは、事業の更なる拡大と多様
化を目指し、2社を新たにグループに迎え入
れました。
　1社目は、株式会社G-7新流（旧株式会社
新流）です。同社は、Eコマースにおける腕時
計・貴金属の製造販売を中心に、ペットグッズ
の製造販売など多角的な商品展開を行う会
社です。オンライン市場における確かな実績
を持ち、今後のG-7グループにとって重要な新規事業領域の拡充を担う存在として期待しています。
　2社目は、株式会社G-７・シンワ・モビリティサービス（旧新和自動車株式会社）です。京都府内に4店舗を展開する自動車販
売、整備、板金・塗装の会社であり、地域に根ざした信頼と実績を築いています。G-7グループが展開する車関連事業とのシナ
ジー効果が見込まれ、今後のサービス力強化や顧客満足度向上に貢献するものと考えています。

T O P I C S
トピックス 新たにG-7グループに加わった2社のご紹介



業務スーパー
2024年10月 業務スーパー　知多清水が丘店
2024年10月 業務スーパー　藤野店
2024年12月 業務スーパー　甚目寺森店
2025年 2 月 業務スーパー　扶桑柏森店
2025年 3 月 業務スーパー　高山店

からだ動き回復センター　ピント・アップ
2024年11月 からだ動き回復センター　ピント・アップ

イトーヨーカドー立場店

オートバックス
2025年 3 月 オートバックス　さばえ店

コインランドリー　マンマチャオ
2025年 3 月 コインランドリー　マンマチャオ さばえ店

お肉のてらばやし
2024年10月 お肉のてらばやし　知多清水が丘店
2024年10月 お肉のてらばやし　藤野店
2024年10月 お肉のてらばやし　飯塚店
2024年11月 お肉のてらばやし　朝潮橋店
2024年12月 お肉のてらばやし　甚目寺森店
2025年 2 月 お肉のてらばやし　扶桑柏森店

業務スーパーやお肉のてらばやしなど、計14店舗をオープン

オートバックスさばえ店

新店舗のご紹介

九州地方

54
店舗

中国・四国地方

17
店舗

近畿地方

165
店舗

中部地方

101
店舗

関東地方

262
店舗

東北地方

1
店舗

北海道地方

33
店舗

海外

7
店舗

日本から世界へ飛躍するG-7ネットワーク
ストアネットワーク

（2025年3月31日現在）
その他事業

「Rico's （旧miniピアゴ）」 54店舗
「めぐみの郷」 20店舗
「スーパーめぐみのさと」 1店舗
「カーブス」 25店舗
「からだ動き回復センター　ピント・アップ」 1店舗
「RJ Market」 1店舗
「neel」 2店舗

業務スーパー事業
「業務スーパー」 216店舗
「お弁当屋K」 1店舗

精肉事業
「お肉のてらばやし」（アンデス食品含む） 193店舗

車関連事業
「オートバックス」（「スーパーオートバックス」
「オートバックスセコハン市場」含む） 71店舗

「オートバックスエクスプレス」 7店舗
「BPセンター」 8店舗
「コインランドリー　マンマチャオ」 6店舗
「FIELD SEVEN」 5店舗
「たい焼き専門店　やまや本舗」 2店舗
「モータウン土山サーキット」 1店舗
「バイクワールド」 20店舗
「シャトレーゼ」 2店舗
「ガイア」 4店舗

連載企画 G-7グループが取り組むサステナビリティ Vol.8

　G-7グループは、ジェンダー平等を促進し、女性差別の撤廃に向けた取り組みとして、職人意識を排除し、適性に応じた業
務配置や公平な人事評価制度を整備しています。また、同一労働同一賃金の実現に努め、国籍や移住の有無に関わらず平
等な雇用環境を提供しています。
　さらに、従業員の能力向上を
目的とした継続教育や新規出店
による雇用拡大を図り、若年者
の定着率向上のための定期的な
面談（フォローアップ面談）を実
施しているほか、定年延長制度
を通じて安定した収入確保にも
取り組んでいます。

多様な働き方

G-7ホールディングスのサステナビリティサイトをご覧ください。
https://www.g-7holdings.co.jp/sustainability/

計640店舗

※2024年10月1日から2025年3月31日までの新店舗。



460億50百万円
売上高

210億26百万円
売上高

1,237億28百万円
売上高

233億24百万円
売上高

6.1%増
前期比

0.7%減
前期比

16.4%増
前期比

5.4%増
前期比

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

車（四輪・二輪）関連用品、部品、車輌販売主要品目

運営子会社 Ｇ-７・オート・サービス、G-7バイクワールド、他

冷凍食品・加工食品販売主要品目

運営子会社 Ｇ-７スーパーマート、ボン・サンテ

主要品目

運営子会社

食肉・畜産加工品の販売

Ｇ-７ミートテラバヤシ

21.521.5%%
売上高構成比売上高構成比

9.89.8%%
売上高構成比売上高構成比

57.857.8%%
売上高構成比売上高構成比

10.910.9%%
売上高構成比売上高構成比

連結損益計算書（要旨）（単位：百万円）

連結貸借対照表（要旨）（単位：百万円）

前 期
（2023年4月1日から2024年3月31日まで）

当 期
（2024年4月1日から2025年3月31日まで）

売上高
192,992

売上高
214,129

営業
利益
7,122

経常
利益
7,466

特別
損失

447

税金等調整前
当期純利益
7,127 親会社株主に

帰属する
当期純利益
4,939

営業外
収益
596

特別
利益
108

営業外
費用

253

営業利益
6,920

経常利益
7,318 親会社株主に

帰属する
当期純利益
5,175

法人税等
2,188

売上原価
販売費及び一般管理費 

162,189
44,816

資産合計
70,693

負債・純資産合計
70,693

負債負債
38,11838,118

流動資産
34,898

純資産純資産
32,57432,574

負債・純資産合計
61,872

負債
31,898

純資産
29,973

固定資産
35,795

資産合計
61,872

流動資産
33,360

固定資産
28,511

19,263

390

8,857

有形固定資産

無形固定資産

投資
その他の資産

21,681

4,967

9,145

有形固定資産

無形固定資産

投資
その他の資産

流動負債

固定負債

27,387

10,731

流動負債

固定負債

22,296

9,602

当 期 末 前 期 末 当 期 末
（2025年3月31日現在） （2024年3月31日現在） （2025年3月31日現在）

前 期 末
（2024年3月31日現在）

2024/3
第49期

46,05043,386

2025/3
第50期

2024/3
第49期

21,02621,174

2025/3
第50期

2024/3
第49期

123,728
106,310

2025/3
第50期

2024/3
第49期

23,32422,122

2025/3
第50期

車関連事業

精肉事業

業務スーパー事業

その他事業

事業別の概況

連結財務諸表

主要品目

運営子会社 Ｇ７ジャパンフードサービス、Ｇ７アグリジャパン、
G7リテールジャパン、G-7リコス・ストアズ、他

厳選食品の卸販売、農産物の直売、ミニスーパーの運営、
健康体操教室の運営

詳細はホームページに掲載されているIR情報をご覧ください。
https://www.g-7holdings.co.jp/investors/



株式情報／会社概要

 株主メモ

本社 〒654-0161 神戸市須磨区弥栄台二丁目1番地の3
TEL 078-797-7700  FAX 078-797-7710

 株式の状況（2025年3月31日現在）

個人・その他
5,228名  93.54%

金融商品取引業者
27名  0.48%

金融機関
10名  0.18%
その他法人
198名  3.54%

外国法人等
126名  2.26%

5,589名

 所有者別株主分布（2025年3月31日現在）

 会社の概況（2025年3月31日現在）

 役員の状況（2025年6月27日現在）

当社に関する情報は
ホームページでも
ご覧いただけます。

https://www.g-7holdings.co.jp

2022/3
（第47期）

2023/3
（第48期）

2024/3
（第49期）

2025/3
（第50期）

19.00
19.00
38.00

20.00
20.00
40.00

20.00
20.00
40.00

35.00

19.00
54.00

35.5

43.8

34.1
30.6

1株当たり配当金（円）※　　中間　　期末　配当性向（％）　　　

 配当金と連結配当性向の推移

※�当社は、2021年10月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行っ
ております。2022年3月期の第2四半期以前の配当金については当該株式分割
前の実際の配当金の額を記載しております。

発 行 可 能 株 式 総 数
発 行 済 株 式 の 総 数
株 主 数

208,000,000株
44,071,454株

5,589名

 グループ企業（2025年4月1日現在）

（注）	持株比率は、自己株式（368,366株）を控除して計算しております。

商 号 株式会社G-7ホールディングス
G-7 HOLDINGS Inc.

設 立 1976年（昭和51年）6月18日
資 本 金 17億9,199万8,600円
本 社 神戸市須磨区弥栄台二丁目1番地の3
事 業 内 容 傘下の各事業会社を支配・管理する持株会社
従 業 員 数 8,504名（パート・アルバイト含む）
ホームページ https://www.g-7holdings.co.jp

大株主（上位10名）
株主名 持株数 持株比率

一般社団法人Kトラスト信託口 11,835 千株 27.08 ％

公 益 財 団 法 人 Ｇ - ７ 奨 学 財 団 7,322 16.75
合 同 会 社 K C M 3,167 7.24
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,959 6.77
株式会社オートバックスセブン 2,203 5.04
ＢＢＨ ＦＯＲ ＦＩＤＥＬＩＴＹ ＬＯＷ−
Ｐ Ｒ Ｉ Ｃ Ｅ Ｄ  Ｓ Ｔ Ｏ Ｃ Ｋ  Ｆ Ｕ Ｎ Ｄ 1,467 3.35

STATE STREET BANK AND 
TRUST COMPANY 505001 1,084 2.48

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 874 2.00
野村信託銀⾏株式会社（投信⼝） 821 1.87
NORTHERN TRUST CO. （AVFC） RE THE H IGHCLERE 
INTERNATIONAL INVESTORS SMALLER COMPANIES FUND 788 1.80

〈国内〉

株式会社G-7スーパーマート
株式会社G-7・オート・サービス

株式会社G7アグリジャパン

株式会社G7リテールジャパン
株式会社G-7バイクワールド

株式会社G-7ミートテラバヤシ
株式会社G7ジャパンフードサービス

株式会社G-7リコス・ストアズ 株式会社G-7・シンワ・モビリティサービス
株式会社G-7新流

株式会社G7ストアイノベーションズ

〈海外〉
G7 RETAIL MALAYSIA SDN.BHD. G-7.CrownTrading CO.,LTD.

（注）1. �坂本充氏、志田幸宏氏、玉置菜々子氏および藤村絵里子氏は社外取締役で
あります。

2. �当社は、坂本充氏、志田幸宏氏、玉置菜々子氏および藤村絵里子氏を株式会
社東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出
ております。

代表取締役会長
兼 CEO 金 田 　 達 三

代表取締役社長 岸 本 　 安 正
取 締 役 松 田 　 幸 俊
取 締 役 関 　 　 大 作
取 締 役 玉 木 　 　 功
取 締 役 野 口 　 真 一

取 締 役 坂 本 　 　 充
取 締 役 志 田 　 幸 宏
取 締 役

（常勤監査等委員） 吉 田 　 泰 三
取 締 役

（監査等委員） 玉 置 菜 々 子
取 締 役

（監査等委員） 藤 村 絵 里 子

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月に開催
剰余金の配当基準日
　　　　 期 末 配 当
　　　　 中 間 配 当

3月31日
9月30日

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座 口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先
（ お 問 合 せ 先 ）

〒541-8502　
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
電話（通話料無料）0120−094−777
ホームページ https://www.tr.mufg.jp/daikou/
※�よくあるお問合せは右記の二次元コード

からご確認ください

公 告 方 法 電子公告により行います。
公告掲載URL https://www.g-7holdings.co.jp

（ただし、電子公告によることができない事故、
その他のやむを得ない事由が生じたときは、日
本経済新聞に公告いたします。）

単 元 株 式 数 100株
上場金融商品取引所 東京証券取引所プライム市場（証券コード7508）

（1）�株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開
設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設
されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）
ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

（2）�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、上記特別口座 
口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行本
支店においてもお取次ぎいたします。

（3）未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

ご
注
意




